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東松島市の男女共同参画とサークルコロッケ

・平成15年-----旧矢本町
「男女共同参画社会づくり事業企画実行委員」

(平成１７年旧矢本町と旧鳴瀬町が合併、東松島市誕生）

寸劇をしよう！ 夫婦・家族・地域

・市内の各種女性リーダーが集まり、男女共同参画を
市民にどのように啓発したら良いのか考えた。

◎平成20年 サークルコロッケ誕生

認め合い・支えあい・補い合い



東日本大震災で、コロッケのメンバーは
地域のリーダーとして活躍した。
そして気づいたこと・・・

①女性の視点を反映させた避難所運営
女性が安らげる避難所づくりは、
社会的弱者の安らげる場所になる。
（特にひとり親家庭、独居老人）

②女性の災害対策に関する参画が重要

・女性が意思決定の場にいること

・女性自身の意識の向上が必要



震災での気づきから
『女性のための防災リーダー養成講座』
を開催している。(平成２８年より)



■女性防災リーダーが活躍するには…

女性が、知識や資格を取得しても、
地域から認められた存在にならなければ、
知識や経験は生かせない。



立川さんの場合

1.まちづくり参画のきっかけ

・平成１７年、旧矢本町から、
地域生産加工研究会(農産加工)へ参加の
誘いをうける。

３.現 在
・東松島市地域生産加工研究会の会長として活躍中

・「きらく会」(老人クラブ)を立ち上げ、月２回活動中

２.地域住民からは
「退職後の男性の行き場がない」から、
老人会を作ってほしいと頼まれる。



としえさんの場合

1.まちづくり参画のきっかけ
地域から誘われたことは、積極的に参加した。

・行事の時の賄い食づくり

・子どもたちへの田植え、稲刈り指導等

2.地域住民からは 市議会議員になってほしい。

3.現 在 東松島市市議会議員として活躍中

震災時は、避難所の炊き出しリーダー
となって、４５日間支援した。



澄子さんの場合

2.現 在 ・JAいしのまき 直売部会長として活躍中

・スコップ三味線でボランティア活動中

・集会所のお茶のみ会のお世話。

1.ＪＡ女性部で
会員を増やしたい、会員の高齢化対策
として、元気老人（ずっと働ける喜び）を
増やしたい。

産地直売所を作った。



1.まちづくりのきっかけ
・公務員(保育士)だったことから
退職後に主任民生児童委員に委嘱
される。

・老人会の手伝いを始める。

2.その後
・地区センター長 ８年
行政区長 ３年 務め、
コミュニティのリーダーとなる。

・震災時は、女性の視点で避難所運営をした。

サイ子さんの場合



私の場合 子どもたちを地域活動に参画させて、
人材育成に力を入れている

心肺蘇生の体験 子ども漬物TRY塾

子どもによる読み聞かせ会「クローバー」



「赤井の野菜を食べてけらいん市」

赤井の子供達、小学校5年生～大学生が対象
『あかいっこカンパニー』の社員として運営している



女性がまちづくりに参加すると
こんないいことが・・・

交流事業に
欠かせません

☆子育て、介護などの経験から
幅広い世代と交流できる。

☆生活の中で、家事など
いつもしていることで、
仲間を作ることができる。

☆住民の胃袋を掴むことができる。



おしゃべりから
地域の課題を
キャッチ

女性は
見守り事業に
欠かせません

女性の話は長い。なぜなら
結論までの過程が大事で、
共感してもらいたいから。



東松島市赤井地区 柳北自治会 ４０８世帯

自治会長 女性(６０代)
副自治会長 男性 ２名(６０代、４０代)
事務局長 女性 １名(３０代)

赤井地区の女性自治会長のまちづくり



近くに店がないから、孫のアイスも買ってやれない

子どもの
見守り



ご主人から、家族から

「お前なら やれる。」



地域住民から、

その人の「人柄」が認められ、「信頼」され、

「この人に地域の事を任せたい」
「この人と一緒にまちづくりがしたい」

そこに『男』や『女』は関係なし




